
正確な情報の入手 徒歩での避難が基本 避難する前の確認 要配慮者への協力
　テレビ・ラジオで最新
の気象情報などに注意し
ましょう。
　雨の降り方などに注意
し、危険を感じたら自主
的に避難しましょう。

　避難する前に、電気・ガ
スなどの火を消し、避難所
の位置を確認しましょう。
　また、親戚や知人など
に避難することを連絡し
ておきましょう。

　お年寄りや子どもなど
は早めの避難が必要で
す。近所のお年寄りが避
難する場合には、協力しま
しょう。

　車での移動は緊急車両
の通行の妨げになりま
す。
　また、浸水すると車が
動かなくなるので、特別
な場合を除き、徒歩で避
難しましょう。

高齢者、乳幼児、病人 目の不自由な方 耳の不自由な方 体の不自由な方

　避難はできるだけ高い
道路を選び、水路などに
は十分注意しましょう。
また土砂災害警戒区域を
避けるようにしましょう。

　避難するときの荷物は
必要最小限とし、事前に
準備しておきましょう。

　飼い主が責任をもって
管理しましょう。避難所
では他の避難者への影響
をふまえ、制限されるの
で気をつけましょう。

　万が一避難が遅れ、危
険が迫ったときは、丈夫
な建物の２階以上に逃げ
ましょう。

　できる限り複数の人で
対応しましょう。必要に
応じて、ひも等の道具を
用いて背負い、安全な場
所へ避難しましょう。

　話しかける場合は、口
を大きく動かし、相手に
はっきりわかりやすく伝
えましょう。

　階段での介助には２人
以上が必要となるため、
周りの人に協力を求めま
しょう。

　誘導するときは、杖を
持たず、ひじのあたりに
軽く触れるか、腕をかし
て半歩前をゆっくり歩き
ましょう。
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安全な避難経路を選ぶ 万が一、逃げ遅れたときは 非常持出品の事前準備を ペットの同行を
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災害発生時には、
自主的な情報収集を心がけましょう。

※1 木津川市が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。
※2 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※3 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主
的に避難するタイミングです。
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【警戒レベル相当情報（例）】

警戒レベル5相当情報
氾濫発生情報
大雨特別警報 等

警戒レベル4相当情報
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報 等

警戒レベル3相当情報
氾濫警戒情報
大雨警報 等

これらは、住民が自主的
に避難行動をとるために
参考とする情報です。

警戒
レベル 住民の避難行動等状 況行動を促す情報

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

災害発生
又は切迫

災害の
おそれ高い

災害の
おそれあり

気象状況悪化

今後気象状況
悪化のおそれ

大雨・洪水・
高潮注意報

早期注意情報

〔木津川市が発令〕

〔木津川市が発令〕

〔気象庁が発表〕

〔気象庁が発表〕

危険な場所から全員避難しましょう。
上階への避難や高層階に留まることで
安全確保できる場合は、必ずしも避難所に
行く必要はありません。屋内で安全を確保
しましょう。

高齢者の方等は避難をしましょう※3
高齢者の方以外も避難に時間を要する方や
支援者も避難を開始しましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。

＜警戒レベル4までに必ず避難！＞

避難指示

〔木津川市が発令〕

高齢者等避難

緊急安全確保5
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災害に関して、木津川市が発令する避難情報と、国や京都府が発表する防災気象情報が、5段階※1に整理されました。

※1

※2

※3

市役所からの呼びかけと、とるべき行動の緊急度 災害時の避難の心得

要配慮者への協力情報伝達の経路

避難指示等の伝達 避難時の心得・要配慮者への協力
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